
市民参加型合意形成

プラットフォーム

（加古川市版Decidim）

加古川市企画部情報政策課



◼ 2020年10月15日 Code for Japan と協定を締結

1. 住民対話・参画を促す「DIY都市」の考えに基づいた

スマートシティ推進のための活動に関すること

2. 人材の育成に関すること

3. データを活用した地域の課題解決に関すること

スマートシティの推進に関する協定の締結



◼ Decidimの概要

⚫ バルセロナやヘルシンキなどで使われている、参加型民主主義プロジェクトのためのツール

⚫ オンラインで多様な市民の意見を集め、議論を集約し、政策に結びつけていくための機能を提供

⚫ バルセロナのような都市レベル、地域政府レベル、Fundactionのような非営利団体、Decidimコミュニ
ティといったコミュニティ活動でも利用

⚫ 30を超える自治体で利用

◼ Decidimの特徴

⚫ パブリックコメントのようなものとは違い、意見を言った人に対するフィードバックを行える。また、
計画策定の間のプロセスが設計されており、徐々に議論を収束させていくことができる

⚫ デジタルな参加と、物理的な会議のプロセスを融合させ、デジタル・デバイドの問題を解消

⚫ 議論やデータが可視化されるため、納得解が得やすい

Decidimとは



◼ Decidimの実績

⚫ バルセロナ市の自治体行動計画（PAM）の提案書を提出するプロセスには、12万人（バルセロナの人口
の7.5％）が参加

⚫ 提出された10,860件の提案のうち、1,467件が公式のPAMに盛り込まれた

⚫ プラットフォームの立ち上げ以来、作成された13,957件のうち、9,828件の提案が受理

◼ Decidimの議論構成

⚫ オンラインとオフラインを融合させることにより議論を活性化

Decidimの実績

オンライン オフライン

より多様な人が意見できる

様々な意見を俯瞰しながら整理できる

気軽に参加できる

デジタルが苦手な人も参加できる

より突っ込んだ議論ができる

積極的に意見を言わない人にもリーチできる



Decidimが備える機能

戦略立案

住民参加型計画立案

討論

参加型予算編成

署名活動や市民相談受付

住民ネットワークと

コミュニケーション



加古川市版Decidim



◼スマートシティ構想策定に利用（試行運用）

⚫ ３ジャンル、１７項目について意見聴取

⚫ ３月のスマートシティ構想公表に向けて、３つのフェーズを活用

• アイデア収集フェーズ（スマートシティ構想の各目標における概要に対して、意見・アイデアを収集）

• 意見収集フェーズ（アイデア収集フェーズにおいて出てきた意見を参考に作成したスマートシティ構想案について意見を収集）

• パブリックコメント（１月〜２月）

加古川市版Decidim



◼ スマートシティ構想策定に際し、オンライン・オフラインを組み合わせて議論

加古川Decidimイベント一覧（2020年度）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

オンライン アイデア収集 意見収集

オフライン
● 地元高校ワークショップ

● 市民参加ワークショップ
パブリックコメント

構

想

策

定



アイデア収集フェーズ（R2.10.30～11.27）

【市民】⑤高齢者にやさしいまちづくり



意見収集フェーズ（R2.12.7～12.18）



加古川市版Decidimの概況 2021年1月5日現在（68日間)

登録者数

196

10代参加者

約4割

コメント総数

261
※いわゆる「荒らしコメント」は、ほぼなかった

市内：市外参加者

40：60

最大コメント数

39

スマホアクセス

60%



STEAM教育の一貫で、Decidim上にスマートシティに関する政策提案を行う

県立加古川東高校におけるDecidim活用（2020年11月18日）



生徒が検討を重ね、市長に政策提案も

※加古川市ホームページより



◼ 7班に分かれて「ありたい加古川の姿」を考えるワークショップを開催

市民参加によるオフラインワークショップ（2020年11月21日）



ワークショップアンケート

満足度

100%

継続参加意欲

90%

感想自由記述

⚫ いろいろな立場の人で話し合いができて良かった!

⚫ こんな加古川になったらいいなあと思ったから。

⚫ 市民から課題意識を聞くことができてよかった。

Decidim機能で実施した方がよいもの

⚫ 提案機能

⚫ 市民同士の議論の場



Decidim活用に関する加古川市の考え方

岡田市長（写真右）

● コロナ禍でオンラインを活用するタイミング

● SNSもやっているが、市政に関心を持っている人とし

かつながれない

● 最初はパブコメの拡大版として始め、まずはいろんな

声を拾っていきたい


